
 

 

 

 

4年ぶりのさつき班タイム 
1年生から 9年生が集まって活動するさつき班タイムが 4年ぶりに再開しました。 

割り当てられた教室に班ごとで集まり、自己紹介をした後は、しりとり、ハンカチおとしなどで交流しました。

さつき学園ならではのシステムなのは、進行役が 6年生であることです。先輩たちのいる中での進行は緊張したと

思いますが、堂々とやりとげていました。 

一方、後期生は、6年生を温かく見守り、また 1年生に「何が好きなん？ラーメン？一緒やなあ。」と声をかけた

りとサポートしてくれていました。低学年のときに優しくしてもらった思い出を話していた後期生もいて、9年間

のつながりを感じる一コマでした。8歳差の異年齢交流は、さつき学園の特長の一つです。今後の活動も子どもた

ちの心に残る行事になっていってほしいと思います。 
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